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１．本研究の背景と目的 














 本研究は平成 19 年度以降 24 年度まで 6 年間にわたり実施を継続してきた。実施当初には学習
組織化の明確な目途は持っていなかったが、研究を進めるにしたがって全体的な見通しがたって




これらの他に 23 年 7 月に学生サークル「水棲生物研究会」の協力を得て、魚と漁業に関する知見
を学習するため、「魚と漁業に関する研究会」を実施した。 
また「指導者養成講座」に加えて「ヨシ紙つくり講座」と「展示講座」を 23 年度から開始し、









 次に本研究の最終段階である平成 25～26 年度の研究計画であるが、それらは後で述べる渡良瀬






























































































































（１）魚と漁業に関する学習  （２）野鳥に関する学習   （３）昆虫に関する学習 
 
   
平成 23 年 7 月 30 日実施   平成 23 年 9 月 11 日実施    平成 24 年 9 月 29 日実施 
（講師は染谷友次氏）     （講師は一色安義氏）     （講師は大川秀雄氏） 
魚の種類、漁具、漁法、漁協  遊水池の食物連鎖における   ヨシ焼き中止の影響、絶滅 
などの組織と活動について   野鳥の位置づけと、生態系の  危惧種の現状、温暖化の 
学んだ。           保全のあり方について学んだ。 影響などについて学んだ。 
